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日本国有鉄道に納入した億ガス圧電カケープル

Low Pressure Gas Filled Cables Supplied

toJapanese NationalRailways
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内 容 梗 概

このたび日立電線株式会社において国鉄に22kV 3心50皿m2低ガス圧電カケープルを納入し大井

町交流変電所一大井工場間および大井町交流変電所一面流変電所間に計3回線の布設ならびに終端箱寂

付を行ったのでその概要について述べる｡

〔Ⅰ〕緒 言

22kV低ガス圧電カケーブルは国鉄において昭和28年

1月より3月にわたって最初の布設が行われ4月より使

用に入って以来使用されているが(1)(2),日立電線株式会

社よりこのたび納入したケーブルは大井工場の消費電力

の増大および交流【直流変電所間の連絡に用いられ,

22kV3心低ガス圧電カケーブルとしてほ最小な50mm2

の導体断面積であるという点に特異性がある｡布設ほ昭

和32年1月より3月末に行われただちに使用に入り,現

在異常なく運転中である｡

〔ⅠⅠ〕ケーブルの構造および寸法

布設されたケーブルの構造を弟l図および弟1表に示

し,その電気特性の概要を第2表に示す｡このケーブル

ほ導体断面積が50mm2であり,かつ形状が丸型である

ところに特異性がある｡

ケーブルの製作に際しては,絶縁油の移動,誘電正接

に影響を与える種々の要田の検討を行い絶縁油の抽Ⅲ条

件以外に構造の改善がケーブルの性能をかなり向上させ

ることが明らかとなったのでこれらの結果をケーブル製

造条件に取り入れた(3)｡

〔ⅠⅠⅠ〕ケーブル布設ルート

ケーブルの布設されたルートほ第2図のようであり,
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第1表 ケーブルの構造
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第2表 ケーブルの電気特性
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第3図 ケーブルの引込み状況

の高配一次緑82mである｡ケーブル引込みの模様を第

3図に示す｡

〔ⅠⅤ〕接 続 工 事

終端箱および中間給気箱の構造を策4図および第5図

に示す｡ただし高配一次線82mは高低差がほとんどな

いので中間給気箱は設けていない｡

終端箱の接続ほ導体断面積が小さく,かつ丸形の断面

であるから線心のくせ取りが牢易であり,またケーブル

)′而 補強用油浸釈には小幅油浸紙を使用せず弟4図の寸

法のものを用いたので工事所要時間は非常に短桁され

た｡なおこの終端箱ほ浦注入 とした｡

本ケーブルは3ルートとも,その一方の終端箱ほ屋外

にありこのため特に慎 に各部の鈴工作 を行ったのち

に三叉分岐箱下郡には鉛工保護鋳鉄金具を取り付け鉛工

部の保護を行っている｡もちろん,終端箱取付後は厳

なガス漏洩試鹸を行いガス

ケーブルの屋外立上りの

の状況を弟7図に示す｡

れのないことを確認した｡

況を第引図に,屋内立上り

/

脚戸

β

③

4

∫

J

7

①

t:b】

岨

◎ 可擁端子(TB-1)

(勤 導体接続管

申)キャップ

(彰 碍 管

(む 油浸紙

(釘 下部締付金具

(う 混和物注入口

① 銅 管

(9 ブラケット
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臣内外用終端箱

第5図 22kV3心低ガス圧ケーブル用中間給気箱

第6図 ケーブルの屁外 立上り状況

〔Ⅴ〕ガス供給装置および警報装置

本ケーブルほ3ルートともガス供給装置および警 装

置は大井町交流変電所の終端箱に接続され,他端には圧

力指示装置のみ取付けられている｡警報発信装置を第8

図に示す｡
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第7図 ケーブルの屋内立上り状況

第8図 警報発信装置
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第9図 ガス乾燥装置

また,ガス乾燥装置としてほ第9図のようにシリカゲ

ルと晴性アルミナを使用し,これにより乾燥ガスがケー

ブルに送られるようになっている｡大井町交流変電所内

の警報発信装置と乾

す｡

置の取付け状況を第】0図に示

〔ⅤⅠ〕ガス 圧試験

ケーブルのガス圧に対する特性を検討するため,ガス

圧漏洩試験およびガス圧伝達 験を行った｡
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第10図 警報発信装置と乾燥装置の取付け状況
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第11図 ケーブルガス圧伝達時間特性

(1)ガス圧漏洩試験

ケーブルに1kg/cm2のガスを充填し24時間放置

し異常のないことを確認した｡

(2)ガス圧伝達 鹸

これほケーブルにガス洩れが生じた場合,あるい

ほケーブルにガスを充填する場合にガス圧が伝達さ

れるに要する時間を知る目的で実施した｡

ケーブルを1kg/cm2の圧力に保ち,圧力が平衡

したのちにケーブルの一端を開放しガス放出時の圧

力勾配と時間との関係を求める｡この特性を第1】

図に示す｡

次にケーブルを1.Okg/cm2のガス圧で充填した

場合の他端のガス圧伝達時間を測定する｡この特性

も第11図に示す｡

ガスの放出および充填ほユニオンより行ったもの

であるがこの放出および充填路のガス抵抗はケーブ

ルのガス抵抗に対して無視できると考えられるか

ら,ケーブルのガス供給点と反対側の終端箱近傍で

ガスの大きな漏洩が生じた場合は弟11図の曲線と

一致すると考えられる｡
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〔ⅤⅠⅠ〕結 l::コ

以上国鉄に納入した低ガス圧電カケーブルの布設につ

このケーブルはすでに半年間にわたって無

事故で運転され,日立電線の低ガス圧

いて貴重な経験を加えた｡

カケーブルにつ

日立電線関係の

(第31頁より続く)

王子製紙工業苫小牧工場において,北海道電力よりの

買電線路として60kV送電線を工場内に引入れることと

なり,この引入抹が3心OFケーブルで計画されたが,

その製造および布設工事を日立電線工場(当時日立製作

所)において行った｡ケーブル布設地が寒冷地と工場内

より発生する腐蝕性ガスのためその保護に対して慎重な

考慮を払って昭和31年1月に布設完了した｡

ケーブルの設計,製造,試験および布設工事を紹介す

621.315.685

高橋長一郎,依田文吉,中西一括:電解解析器と

そのケーブル端末構造への応用, 目立評論 38

(7)941(昭31-7)

(17)621.316.35

今井敏雄,岡 光糞,橋本博治:チャンネルブス

設計上の二,三の問題,日立評論 別冊15号 20

(昭31-10)

大電流親電線に利用されるチャソネルブスについて,

電気的問題を主として検討した｡すなわちブスのインダ

クタソス,実効抵抗の計算式の妥当性を実験によって検
討し,これらの式が実用上有効な式であることを確めた｡

またブスの温度上昇について,計算方法を検討した結果,

内面も熱放散に寄与するものと考え,二つのチャンネル

の近接による電流低減率を乗じてブスの電流を求めれば

よいことがわかった｡低減率はブスの形状によってこと

なるが,この実験に使用したブスでほ約0.75になる｡

最後に低圧用チャソネルブスのように電圧降下を低減

する必要のある場合は,同軸型チャンネルブスによるの

が最も有利であることを述べた｡

(18)621.315.211

橋本博治,比企野恭二,庄司民良,加藤清夫:低

ガス圧ケーブルの構造に関する一考察,目立評論

別冊15号 41(昭31-10)
最近国内における低ガス圧ケーブルの需要が活発にな

り,性能の改善が要望されている｡このケーブルは絶縁

油の移動が少なく,イオン化の少ないものがよいと考え

られるが,これらは相容れない要求で絶縁油の抽出を適

当量にすることによって両方の平衡をとらなければなら

ない｡しかし,さらに性能の向上をほかるためには構造

上の問題を検討する必要がある｡

ここでは絶縁油の移動,誘電正接に影響を与える種々

の要因の検討を行い絶縁油の抽出条件以外に構造の改善

がケーブルの性能をかなり向上させることを明かにし,

誘電正接の温度特性,使用条件を考潰した低ガス圧ケー

ブルの性能に関して報告している｡

(19)621.315.221.8.063:678.742.4

依田文吉,増岡信雄:高電圧プチルゴム絶縁電力

ケーブルの設計,日立評論 別冊15号 49(昭

論

カ ケ ー ブ ル

最後に,国鉄関係各位の御援助に対し感謝の意を表す

るしだいである｡
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参 芳 文 献

電九 38,1059(1954)
住友電気彙報,51号,1(昭29-4)

橋本,比企野,庄司,加藤:日立評論,別冊15

号,41(昭31-11)

文紹介(その3)

31-10)

近年発達した合成ゴムの一種プチルゴムは化学的に安

定で,耐熱,耐オゾソ,耐水性がすぐれ,電気的にも良

好な性質をもっている,このため各所で高電圧電力ケー

ブル用絶縁体として用いられ始めた｡

さらにケーブル保護被覆には耐燃,耐油,耐老化,耐

磨耗などの諸性質がきわめてよいポリクロロブレン系合

成ゴムが使用され,鉛被紙ケーブルの宿命的欠陥を排除

している｡

ここでほプチルゴム絶縁クロロプレソシースケーブル

の概括的動向を述べ,他種ケーブルとの利害得失を検討,

次にプチルゴム絶縁体の諸特性をケーブル設計の観点か

ら考察した｡最後に電力ケーブル設計の基準と方法を

2,3の代表例を示して説明されている｡

このケーブルは現在なお使用されてから日が浅く,実

績も少ないが,他種ケーブルにみられないすぐれた特性

が広く認識され,十分な研究と実績を増すことによって,

600V～30kV扱の高電圧ケーブルにまで広範囲に普及

されつつある｡

(20)621.315.61.015.5

橋本博治:絶縁物中ポイド放電のモデル的解析,

日立評論 38(11)1421(昭3ト11)
(21)621.315.2.026

宮沢定雄,依田文吉,橋本博治:各種電力ケーブ

ルの短絡容量,目立評論 39(2)245(昭32

-2)
最近ポリエチレン絶縁またはプチルゴム絶縁電力ケー

ブルが送配電系統に用いられることが多くなり,これら

新穫電力ケーブルの短絡容量が需要者間において問題と

なってきた｡東京電力株式会社配電課と協同で行った

3kV2×5.5mm2の紙絶縁鉛被ケーブル,ポリエチレソ

絶縁ビニルシースケーブル,天然ゴム紐縁ネオプレソシ

ースケーブルおよびプチルゴム絶縁ネオプレソシースケ

ーブルの4種額のケーブルの短絡実験の結果について報
告する｡まず短絡時の導体温度の測定方法匿ついて検討

した結果,抵抗法が最も合理的であることがわかった｡

次に短絡前後におけるケーブルの電気的特性の変化を比

較検討した結果,短絡容量はプチルゴム,紙,天然ゴム,

ポリエチレンの順に大きいことを述べている｡

(22)621.315.616.97

下山田富保,遅塚信男:高電圧ケーブル用混和物

の低温度における適正粘度の判定法, 日立評論

34(10)1219(昭27-10)
(23)621.315.614.6

内藤正之,島 史朗,佐藤春枝:平衡蒸気圧法に

よる絶縁紙中の微量水分と誘電特性の同時測定,

目立評論 別冊2号 7(昭28-2)

(第53貢へ続く)




